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Ⅰま し カべ′ き

ムギ類は世界の主費のひとつとして人類を支え,その系統発生は.よく研究

されている｡わが国はこの半世紀にわたりムギ類発祥地へ植物地理学的.続い

て遺伝資源や多様性･分化さらに起源地め周辺･伝播地域では生態遺伝学的観

点から学術調査してきた｡この伝統を継承しつつ.本研究は起源地から遠く離

れ 古くからの伝続的かつ隔ヰされたムギ作地帯におけるムギ顎多様性とムギ

頬と自然とヒトとの関わりを調査した｡

7次にわたる京都大学のムギ類学術調査は起源地とそのごく周辺地域でな

された｡本研究代表者らは1990年からヨーロッパへ申伝播ルートのバルカン半

島･地中海の島々･環地中海地域を5年間詞査し,変化に富む生態的条件が変

異を拡大･温存していることを確認した○開発と近代品種の奨励が世界の各地

でGeneticEro$ionを引き起こしている｡そこで,有史以前から西方文化とと

もにムギ類がシルクロードを経由･伝播し.達者しているユーラシア大陸東部

のムギ作の飛び地(モンゴル･中国新渾ウィグル･パキスタンおよび北インド)

を縫合的に調査し･大きく異なる緯度と生態条件での詞査結果を対比し考察す

ることを本研究の具体的目標にした｡対象作物はムギ頬を中心にするが,他の

作物や雑草への興味ももち.他の研究考への資料･情報提供に努めた｡

3カ年でユーラシア東部3地域を対象とし,初めの2年間はヒマラヤ山脈

南東薦･パキスタンと北インドの未調査の山間部を中心に調査する申請であっ

たが･初年度にあたる平成11年にインドとパキスタン筒で核実験にノからむ政

情不安が生じたので･当初最終年度に予定したモンゴル北東部のムギ栽培地帯

を対象とした02年次である平成12年草は中国新彊ウィグル.最終年度の車

成13年にはパキスタンとインドでの現地調査を夷施できた｡これらの調査に

は研究経歴と対象作物さらに年齢の異なる,8名の日本人を中核に研究推進で
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きた｡研究代表者の古田以外は脂ののりきった将来の期待される中堅研究者で

あり伝統的手法から先端技術を駆使した分析が可能な人材である｡研究代表者

と大田は何度かの海外学術調査や国際学術研究(学術調査)を地中海沿岸地域

でムギ類につい亡経験し,危機管理を含め調査方法など習得していた｡冨永は

推草生感学および伝統的農作業について憧憬と経験か豊菖ぜ,佐藤も数年前か

ら他の国際学術研究でチベットを中心に中国各地の調査を経験し,･本研究調査

地域と連携･比較できる∴三浦の海外での研究経験も生かされた｡佐藤'と三浦

はDNA解析などの採集品についての分子分析技術も保持しているので採集品

を用いた今後の顧究展薗が期待される｡東本大学大学院で阪本寧男教授に師事

した丹羽はこの種の研究に憧れ阪本教授から勲糖を受軋 若い学生に作物全般●

についての教育体験となった｡さらに,藤垣と落合を追加することにより,農

学全般あるいは雑穀などにも視野を広げて展開できた｡加えて経験豊富で調査

国で各種便宜供与できる調査対象国の指導的立場にある研究者5名に加えて,

6名の合計11名の現地協力研究者が加わるこ`とにより円滑に研究が実施でき

ただけでなく彼ら次世代の共同研究協力者に研究手法等教育できるささやかな,

しかし実際的な国際貢献となった｡そのうちのひとり､中国新彊ウイグルの新

彊農業大学のアニワル氏は研究代表者の紹介で平成14年4月から岡山大学資

源生物科学研究所に研究歯学することになった｡

現地調査の結果,栽培生態条件の異なる起源地～周辺地～飛び地の在来ム

ギ煩の総合的比較で,各種変異の実態とその多様性を考察できた｡その土地固

有の栽培と利用を文化財としての作物と自然･ヒトとの由わりとして記録でき

た｡従来のユーラシア大陸西部と他の調査研究隊によるチベットなどの研究と

本研究の成果を連携させることにり.ユーラシア大陸全体のムギ文化を今後比

較したい｡
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